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夏季のブロイラーへの送風及び重曹添加の効果 

  

三船 和恵・笠原  猛・岡島 博道 
  

要   約 

 夏季のブロイラー飼育において送風と重曹の飼料添加がブロイラーの生産性及び血液性状特に血液

pH・血液ガス濃度に及ぼす影響を調査した。5から 8週齢の間のブロイラーに風速 2mの送風及び重曹

(NaHCO3)0.5％の飼料添加を行った。送風によりブロイラーの育成率は 14.8％，6～8 週齢間の飼料摂取

量は 172.9g，増体量は♂♀平均で 118g(14.2％)増加し 8週齢時飼料要求率は，0.04改善された。重曹添

加は無添加対照に比べ，飼料摂取量を 23.8g，増体量を 32gそれぞれ少なくし，飼料要求率も 0.01悪化

させた。送風により血液 pH は低下，血液炭酸ガス濃度(PCO2)は上昇，重炭酸イオン濃度(HCO3
－)は変

化しなかった。重曹添加では血液 pH・血液 PCO2は変わらず，HCO3
－はわずかに上昇した。 

 以上のことから，夏季暑熱時のブロイラーは panting により血液中の炭酸ガスが減少し血液アルカロ

ージスの状態にあるが送風によりその状態が改善されることがわかった。一方，飼料への重曹添加は血

液アルカロージスの改善には効果が認められなかった。 

目   的 

 開放鶏舎のブロイラー飼育は外界気象の影響を強く受ける。 

 特に夏季暑熱の影響は，飼料摂取量の減少に伴う増体量の低下，熱死による損耗などブロイラー経営

に大きな損失を与えている。 

 暑熱による悪影響を少しでも少なくするため，環境・栄養・飼育管理様々な面から対策が検討されて

きた。高温環境下の鶏はパンティングによる蒸散で体温の上昇を防ぐがパンティングは時により呼吸性

アルカロージスを引き起こす。我々は以前，呼吸性アルカロージスに効果があるといわれる重曹(炭酸水

素ナトリウム：NaHCO3)，塩化アンモニウム(NH4Cl)をブロイラーに給与しその効果を検討した。その

結果 NH4Cl1％または，NaHCO3，0.5％＋NH4Cl1％の飼料添加により夏季のブロイラーの生産性向上及

び熱死防止が認められたが血液 pHからは明確なアルカロージス治癒の所見は認められなかった。また，

最近，暑熱対策としての重曹の効果の報告があり，取り入れて実施している農家も多いが一方，効果の

明確でない農家も多くある。 

 そこで，夏季ブロイラー飼育における重曹の効果について，夏季のブロイラー飼育に欠くことの出来

ない送風と組み合わせて，血液性状特に血液 pHあるいは血液ガス濃度等の面から検討した。 
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材料及び方法 

(1) 試験期間 

 平成 9年 6月 24日～8月 19日 

(2) 試験材料 

 ブロイラーコマーシャル 400羽 

(3) 試験区分 

表 1 試験区分 

 

 試験区分は表 1 のとおりである。送風区の送風は，5 週齢(35 日齢)以降試験終了まで，直径 100cm

の農事用送風機(公称出力 400W，風量 315m3)を気温 28 度以上で出力 100％，28 度以下 15％とした。

また送風の出力 100％における風速は 2m／秒であった。 

 重曹は 5週齢以降試験終了まで，給与飼料に 0.5％添加し給与した。 

(4) 飼   料 

 飼料は，市販のブロイラー用配合飼料を使用し，前期用を餌付けから 21齢まで，後期用を 22日齢

から 49日齢まで，休薬用を 50日齢から 56日齢まで給与した。 

表 2 飼料成分(表示値) 

 

(5) 管   理 

 育雛は，パンケーキ型ガスブルーダーを使用し，1 週齢で廃温した。ワクチネーションは，マレッ

クワクチン：0 日齢頚部皮下注，鶏痘ワクチン：0 日齢翼膜穿刺，IB ワクチン：0 日齢点眼，ニュー

カッスル病ワクチン：4，14日齢飲水接種，28日齢スプレー接種とした。その他の管理は当場の慣行

に従った。 

(6) 調査項目 

① 鶏舎気象 

 試験期間中，最高気温，最低気温，及び午前 9時の気温・湿度を毎日測定し，週齢毎の平均値

で表した。 
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② 育成率 

③ 発育体重 

 初生，3，5，6，7，8週齢時，個体毎に測定した。 

④ 飼料摂取量 

 週齢毎に測定した。 

⑤ 飼料要求率 

 3，5，6，7，8週齢 

⑥ 血液性状 

 試験鶏の血液 pH，血液炭酸ガス濃度(PCO2)，酸素ガス濃度(PO2)および重炭酸イオン濃度(HCO3

－)について 6，7，8週齢時に各区 5羽，専用のヘパリン入りシリンジにより採血，直ちに血液ガ

ス測定装置(カイロン(株)製全自動 pH／血液ガス・電解質・ヘマトクリット分析装置)により測定

した。 

 試験鶏の血液生化学的性状について，3，5，6，7，8週齢時に各区 10羽ずつ採血し測定した。

生化学検査の調査項目は，総コレステロール(Tcho)，総タンパク質(TP)，中性脂肪(TG)，アルカ

リフォスファターゼ(ALP)，カルシウム(Ca)，リン(P)である。 

結   果 

(1) 鶏舎気象 

 鶏舎気象を週齢毎の平均値で図 1に示した。鶏舎の最高気温は全期間を通じ，30℃を越え，最低気

温は，1～3，7，8週齢で 25℃を上回った。湿度は，ほとんどの期間で 80％を越えた。 

 
図 1 鶏舎気象 

(2) 育 成 率 

 各要因毎の育成率は，表 3のとおりである。 

 試験区間，雌雄間に有意差はないが送風しなかった群の育成率が低かった。 

(4) 発育体重 

 各要因の発育体重は表 4のとおりである。 
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表 3 育成率 

 
送風しなかった(無送風)群で発育体重が小さくなりとくに♂の 6 週齢，♀の 5，6，7 週齢では有意差

があった。5～8 週齢間の増体量も送風群が♂173g，♀63g 多かった。飼料への重曹添加(重曹)群と無

添加(対照)群に体重の有意差はなく，5～8週齢増体量では対照群が♂41g，♀23g多かった。 

表 4 発育体重 

 
(5) 飼料摂取量 

 飼料摂取量を表 5 に示した。0～5 週齢，6～8 週齢の飼料摂取量，全期間の飼料摂取量何れも要因

間に有意差はなかったが，6～8週齢の送風群が無送風群より多い傾向にあった。重曹添加による差は

なかった。 

表 5 飼料摂取量 

 

(6) 飼料要求率 

 飼料要求率(表 6)は，送風群において，6，7，8週齢に良い傾向にあった。 

(7) 血液 pHおよび血液中ガス濃度 

 血液 pHは表 7，図 2－1及び図 2－2のとおりである。無送風群の血液 pHは送風群より高く推移し

た。重曹の有無による血液 pHの差はなかった。 
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表 6 飼料要求率 

 

表 7 血液 pH 

 

 
図 2 血液 pH 

 血液 PCO2は，表 8，図 3－1及び図 3－2に示した。6及び 7週齢において無送風群が送風群より有

意に低くなった。ここにおいても重曹添加の有無により差はなかった。 

表 8 血液 pCO2 

 

 血液 PO2は，表 9，図 4－1及び図 4－2のとおり，6週齢の無送風群で有意に低いが 7週齢では逆

に有意に高くなった。 
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図 3－1 血液 PCO2 

 
図 3－2 血液 PCO2 

表 9 血液 pO2 

 

 以上の何れの項目も 8週齢の時点には有意差はなかった。 

 血液 HCO3は表 10，図 5－1及び図 5－2のとおりである。送風の有無による差は認められなかった

が重曹添加群が各週齢とも高く，8週齢時は有意差があった。 

 

図 4－1 血液 PO2 
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図 4－2 血液 PO2 

表 10 血液 HCO3 

 

 

図 5－1 血液 HCO3
-
 

 

図 5－2 血液 HCO3
-
 

(8) 血液生化学的性状 

 血液生化学的性状は表 11のとおりである。 

 無送風群において Ca，Pが高く推移した。その他の項目には一定の傾向はなかった。 
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表 11 血液生化学的性状 

 

考   察 

 鶏は汗腺を欠くため高温環境下では panting(パンティング：熱性多呼吸)による放熱を行う 4,8)。暑熱

による過度の pantingは血液中の CO2が放出され減少するため血液の酸-塩基平衡のバランスが崩れ血

液アルカロージスを示す 1,7,8)ことが報告されている。 

 我々は以前，血液アルカロージスの治療薬として使用されている塩化アンモニウム(NH4Cl)と重曹を

飼料添加してその効果をみた。その結果 NH4clあるいは NH4Cl重曹の混合投与でブロイラーの増体・

飼料要求率の改善は確認されたが血液 pH への影響は明らかにならなかった 6)。今回の試験は，夏季

のブロイラー飼育において暑熱対策として農家で実施されている送風及び重曹の飼料添加について，

ブロイラーの生育への影響をみると共に先の試験で残された血液性状特に pH，血液中の PCO2濃度，

PO2濃度に及ぼす影響について調査した。 

 夏季の暑熱はブロイラーの発育を阻害する 8)が今回の試験においても春季・秋季餌付けのブロイラ

ー3)に比べ，送風群でも体重は雌雄平均で 77％，飼料摂取量は 78％と低く，送風しなかった群では更

に下回った。 
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 一方重曹添加がブロイラーの生育向上に対する効果については今回の試験においても認められな

かった。 

 血液ガス分圧については，暑熱時の panting は過度の CO2放出があるといわれている
8)とおり，無

送風群の PCO2は送風群より有意に低かった。一方，PO2については送風開始 1 週間後の 6 週齢時無

送風群で有意に高くなり，過度の pantingにより過酸素状態が生じている可能性が考えられた。 

 これらの結果として血液 pHは，無送風群が送風群より送風開始から 1週間後の 6週齢から終了の

8週齢時まで有意に高く推移し血液アルカロージスの状態がみとめられた。 

 即ち，送風は暑熱による鶏の血液アルカロージスを防止し，結果としてブロイラーの発育が改善さ

れたことを示唆している。 

 しかし，血液アルカロージス対策に効果があるといわれて一般農家で使用されている重曹について

は，PCO2・PO2いずれについても一定の傾向を示さず，血液 pH は重曹添加によりむしろアルカリ性

に傾いた。暑熱時の重曹添加は，pantingにより PCO2が下ると体内の HCO3
-
を腎臓より排出し減少さ

せて血液の平衡をとろうとする生体反応 4,7)を修正するため HCO3
-
を補給するという発想であり，重曹

添加がブロイラーの暑熱対策として有効であるという報告 5)もある。本試験においても血液中の

HCO3
-
濃度は重曹添加群では無添加群より高く推移し，上記の説を一見裏付けるように見えるが，血

液アルカロージスの著しかった無送風群の血液 HC3O5
-
は送風群と差がなく，Koelkebeck ら 4)のいう，

pantingにより PCO2とともに HCO3
-
が減少するというデータは得られなかった。そして重曹添加はむ

しろアルカロージスを増悪させてしまった。 

 Teeterらは暑熱時の重曹添加は不確実である 7)こと，また，Bottjeらは重曹添加により血液 pHの上

昇 1)を報告しておりこれらの報告と本試験の結果は一致する。 
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